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研究成果の概要：2007 年に、福岡県久山町の 40 歳以上の住民に健診を行うとともに、家庭血

圧を測定し、臓器障害との関連を検討した。朝の家庭血圧を測定した 2,993 名を本研究の解析

対象とした。血圧分類別にみると、正常血圧（NT）群 47.3％、白衣高血圧（WHT）群 7.5％、仮

面高血圧（MHT）群 20.7％、持続高血圧（SHT）群 24.5％であった。心電図異常の頻度は、NT

群に比べ MHT 群と SHT 群で有意に多かった。また、尿蛋白は、NT群に対して WHT 群、MHT 群、

SHT 群のいずれも有意に高頻度であった。久山町の地域住民では、MHT の頻度が高く、MHT のみ

ならず WHT でも臓器障害の合併がまれではないことが示唆される。 
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１．研究開始当初の背景 ２．研究の目的 
(1) 高血圧症は心血管病の強力な危険因子
のひとつである。これまでは随時血圧値を指
標として、血圧値の心血管病危険因子として
の意義が検討されてきた。 

(1) 福岡県久山町の中高年住民の大多数を
対象に家庭血圧測定を行い、地域住民におけ
る仮面高血圧（MHT）、白衣高血圧（WHT）の
頻度および臓器障害との関連を明らかにす
る。  

(2) 近年、高血圧管理のツールとして家庭血
圧の測定が推奨されているが、一般住民を対
象に家庭血圧レベルと臓器障害の関係を評
価した報告はまれである。 

 
(2) さらに追跡研究において、家庭血圧と心
血管病発症率、死亡率との関連を検討する。 
 

  



３．研究の方法 ４．研究成果 
(1) 対象者の平均年齢は 63±12(±SD)歳、降
圧薬服用率は 32％であった。健診血圧と脈拍
の平均値はそれぞれ 132±19/80±11mmHg、73
±11/分、朝の家庭血圧と脈拍の平均値は 132
±19/78±10mmHg、66±10/分であった。 

(1) 2006 年、2007 年、2008 年に 40 歳以上の
久山町住民を対象に循環器健診を行った。健
診項目としては、病歴・生活習慣の聴取、身
体活動度・食事調査、身体計測、随時血圧測
定、医師による診察、検尿、血計、血液生化
学検査、心電図検査、胸写を行った。  

(2) 血圧分類別にみると、NT 群 1,417 名
（47.3％)、WHT 群 223 名（7.5％)、MHT 群 619
名（20.7％)、SHT 群 734 名（24.5％)であっ
た（図 1）。 

 
(2) 2007 年の健診では、通常の健診項目に加
え、脈波検査、頚動脈エコー検査を施行した。
健診では、座位血圧を自動血圧計で 3回測定
し、解析にはその平均値を用いた。健診の前
後で、受診者に上腕型家庭血圧計(HEM- 
7080IC、オムロン社)を貸与し、4週間にわた
り家庭血圧を測定していただいた。家庭血圧
は、朝（起床後 1時間以内の排尿後かつ朝食
前かつ服薬前）と就寝前に測定し、本報告で
は朝 3回測定の平均値を用いた。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 (3) 3,086 名が家庭血圧を測定した。そのう

ち、3,026 名が循環器健診を受診した。朝の
家庭血圧を測定した 2,993 名（男性 1,302 名、
女性 1,691 名）を本研究の対象とした（受診
率 70％）。 

 
 
 
 
  
 (4) 高血圧は、健診血圧では 140/90mmHg 以

上、家庭血圧では 135/85mmHg 以上とした。
健診血圧と家庭血圧の血圧レベルを用いて、
対象者を正常血圧（NT）群、WHT 群、MHT 群、
持続高血圧（SHT）群の 4 群に分類し、臓器
障害との関連を検討した。臓器障害の指標と
して、心電図異常（左室肥大、ST 低下、心房
細動、完全左脚ブロック）と尿蛋白（＋以上）
を用いた。 

 

図1. 血圧分類別の頻度
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(3) 心電図異常の頻度は、NT 群 9.2％、WHT
群 10.8％、MHT 群 21.5％、SHT 群 26.7％で、
NT群に比べMHT群とSHT群で有意に高かった
（p<0.01）。NT 群を基準にすると、性・年齢
調整後の心電図異常のオッズ比は、WHT群 1.0、
MHT 群 2.0、SHT 群 2.7 で、MHT 群と SHT 群で
有意に高かった（p<0.01）（図 2）。 

 
(5) 久山町住民に予後調査を以下の方法で
行った。  
① 毎年の健診受診者から循環器疾患の罹患

が疑われる者を抽出した。 
 
 

② 健診未受診者全員にアンケートを送り、
循環器疾患の罹患が疑われる者を抽出し
た。 

 
 

③ 久山町研究の追跡ネットワークを通じて、
循環器疾患の罹患が疑われる者を抽出し
た。 

④ 循環器疾患の罹患が疑われる者について
は、往診し、病歴・診察所見・検査所見
など臨床情報を収集した。 

⑤ 死亡例については、臨床情報を収集し、
病理解剖の承諾を得るように努めた。 

⑥ 解剖承諾例については、九州大学大学院
病理学教室で解剖し、死因および臓器病
変を調査した。 

⑦ 定期的に研究スタッフの会議を開き、循
環器疾患罹患および死因の最終診断を決
定した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2. 心電図異常の頻度

久山町2007年, 2993名, 40歳以上男女, 性年齢補正
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(4) 尿蛋白の頻度は、NT 群 2.6％、WHT 群
8.5％、MHT 群 7.0％、SHT 群 11.9％で、NT 群
に比べ WHT 群、MHT 群、SHT 群で有意に高か
った（p<0.01）。NT 群に対する性・年齢調整
後の尿蛋白のオッズ比は、WHT 群 3.0、MHT 群
2.1、SHT 群 3.8 で、WHT 群、MHT 群、SHT 群
のいずれの群でも有意に高かった（p<0.01）
（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (5) 久山町の地域住民では、MHT の頻度が高
く、MHT のみならず WHT でも臓器障害の合併
がまれではないことが示唆される。地域住民
の高血圧者の多くは管理不十分であり、家庭
血圧測定によるきめ細かな日常の血圧管理
が必要と考えられる。 
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